
金
揮
官
蹴
志
巻
廿
九

御
同
宿
中

右
年
鋭
不
v
詳
と
い
へ
ど
も
、
利
常
卿
の
時
代
な
る
べ
し
。
又
金
津
町

合
所
留
記
に
載
せ
た
る
町
奉
行
詮
議
替
に
は
如
v
左
あ
り
。

演
野
川
橋
先
年
懸
芭
り
候
時
分
.
渡
初
之
様
子
相
噂
候
鹿
.
森
本
町

賃
金
鍛
冶
九
郎
兵
衛
と
申
者
相
勤
申
由
民
御
座
候
。
九
郎
兵
衛
儀
は

病
死
仕
、
妻
女
・
子
共
罷
有
申
候
。

一
、
右
渡
初
之
様
子
.
森
本
町
肝
煎
助
左
衛
門
方
に
情
書
有
v
之
、
別

紙
に
寄
付
出
申
候
。

一
、
右
震
御
侃
儀
銀
子
十
枚
、
外
篇
a
入
用
-
銀
子
百
二
拾
目
被
v
下
候
。

然
共
被
い
下
銀
に
而
不
足
仕
、
致
a
迷
惑
-
候
故
、
森
本
町
之
者
共
寄
合
、

合
力
な
ど
仕
様
に
先
申
由
申
候
。

一
、
滋
野
川
橋
に
渡
初
有
v
之
、
才
川
橋
に
は
渡
初
無
v
之
様
子
、
吟
味

仕
候
へ
共
‘
子
細
存
知
候
者
無
=
御
座
-
候
。
以
上
。

十
月
五
日

寅

艦

寺

和
田
小
右
衛
門

江
守
平
友
衡
門

右
は
元
秘
元
年
也
。

按
宇
る
に
‘
葛
巻
昌
奥
自
記
に
、
一
冗
緑
元
年
十
月
七
日
潔
野
川
橋
落

成
之
皆
、
橋
架
奉
行
高
田
久
兵
衛
・
近
藤
三
郎
左
衛
門
一
宮
上
。
今
日
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た
大
津
君
山
の
新
架
惇
橋
記
に
云
ふ
。
犀
水
南
出
"
漉
水
北
端
跡
。
帯
a

謎
城
基
プ
賞
金
城
湯
池
也
。
潟
水
之
源
也
。
犀
川
谷
之
北
境
目
尾
山
水
。

共
他
湯
涌
澗
・
横
谷
・
内
尾
・
菱
地
・
白
見
・
五
箇
・
準
尾
之
澗
水
曾
同
.

鴛
a
鴻
野
川
吋
瀦
-
桑
津
澗
吋
入
品
大
野
梅
吋
有
昌
大
小
二
橋
コ
癌
=
大
路
-
突
と
。

按
や
る
に
、
洩
野
川
の
水
源
水
駄
の

E
細
は
、
土
原
義
休
の
三
川
記
・

大
路
水
経
‘
石
黒
信
由
の
増
術
大
路
水
経
等
に
記
載
せ
り
。
宮
闘
景

周
の
金
披
三
河
考
K
.
石
川
郡
の
風
土
記
に
、
津
田
河
出
勧
能
等
吋

有
=
絡
苔
-
献
-
膳
夫
吋
叉
回
.
津
松
寺
云
々
。
と
あ
る
津
聞
河
・
津
松
寺
今

共
に
答
乎
と
し
て
停
聞
す
る
事
注
し
と
い
へ
ど
も
‘
得
田
河
は
使
ち

洩
野
河
怠
る
ぺ
し
。
海
松
寺
は
今
の
松
寺
村
そ
の
遺
名
の
略
た
る

欺
。
金
滞
の
名
義
も
亦
繰
り
て
起
る
底
、
此
の
河
名
に
本
づ
く
に
似

た
り
と
い
へ
り
。
平
衣
按
宇
る
に
、
今
此
の
波
野
川
を
ぽ
石
川
・
河
北

雨
郡
の
郡
界
と
し
、
河
北
の
郡
名
は
此
の
河
の
以
北
な
る
を
以
て
名

付
け
た
る
よ
し
三
州
志
等
陀
記
載
せ
し
は
、
印
本
の
和
名
抄
に
擦
り

た
る
設
な
り
。
古
窮
本
の
和
名
抄
に
載
せ
た
る
郷
名
等
を
以
て
考
ふ

る
に
、
上
古
は
犀
川
を
以
て
石
川
・
加
賀
二
郡
の
経
界
と
せ
し
事
著

明
危
り
。
然
る
を
中
古
加
賀
郡
を
ぽ
ニ
郡
と
し
‘
滋
野
川
の
以
南
を

加
賀
南
郡
と
し
、
以
北
を
ぽ
加
賀
北
郡
と
せ
し
が
‘
後
に
時
mm
し
て

金
揮
官
蹟
志
巻
サ
丸

O 

建
=
御
題
一
此
橋
之
官
申
渡
初
と
云
儀
有
v
之
自
に
候
へ
共
、
共
例
不
能
に

付
、
今
度
無
-
-
共
儀
一
此
旨
老
中
よ
り
言
上
也
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
此

の
時
よ
り
止
み
た
り
け
ん
。
訟
も
ふ
に
管
家
見
聞
集
に
、
寛
文
元
年

五
月
朔
日
犀
川
大
橋
成
就
渡
り
初
と
あ
り
。
そ
の
か
み
犀
川
橋
に
は

波
初
無
v
之
と
い
ふ
も
い
か
官
。
寛
文
元
年
の
架
替
へ
に
は
渡
初
の
規

式
あ
り
た
り
し
と
聞
ゆ
。
往
昔
は
橋
架
替
へ
の
み
た
ら
4
1
・
道
路
の

付
替
な
ど
に
も
、
渡
初
と
て
共
の
規
式
あ
り
。
佐
那
武
舵
務
所
留

記
に
‘
元
和
年
中
宮
腰
道
付
替
る
時
、
郡
奉
行
瀦
奥
右
衛
門
義
聞
に

て
、
白
山
紳
主
有
安
と
云
者
先
遣
す
。
波
初
は
宮
腰
唐
仁
屋
七
右
衛

門
親
子
十
二
人
勤
v
之
。
と
あ
り
。
海
野
川
橋
先
年
架
替
へ
の
時
、
森

本
町
賃
金
鍛
冶
九
郎
兵
衛
渡
初
相
勤
、
妻
子
今
以
罷
在
と
あ
る
も
、

寛
文
の
頃
な
ら
ん
。
右
賓
金
鍛
治
九
郎
兵
衛
も
、
唐
仁
や
七
宕
衛
門

と
同
じ
く
、
親
子
繁
昌
し
て
数
人
打
揃
ひ
居
た
り
し
ゅ
ゑ
‘
推
師
事
せ

ら
れ
し
も
の
怠
る
ぺ
し
。

。

浅

野

川

元
総
十
五
年
土
屋
芭
心
の
撰
越
せ
る
金
城
隆
盛
私
記
に
云
ふ
。
金
城

東
潔
川
温
水
.
共
流
入
品
湖
水
↓
汎
エ
於
大
野
湊
↓
西
犀
川
之
菊
水

4

治
=

々
宮
腰
大
洋
一
東
西
二
川
本
源
雄
=
相
隔
一
末
流
落
=
合
西
海
-
云
々
。
ま

r
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河
南
・
河
北
の
二
郡
と
た
り
し
を
、
刷
乱
世
の
頃
河
南
郡
は
石
川
郡
へ

合
併
し
‘
今
之
を
中
石
川
と
呼
ぺ
り
。
然
れ
ば
洩
野
川
は
.
往
古
よ

り
加
賀
郡
の
中
央
を
流
る
L

河
水
左
る
を
、
石
川
郡
の
津
間
川
と
た

す
は
全
く
附
合
妄
誕
の
設
怠
る
事
論
た
し
。
彼
の
滞
聞
川
は
、
風
土

記
に
椋
部
郷
の
下
僚
に
一
載
せ
た
れ
ば
、
今
倉
部
村
の
地
畿
な
る
手
取

川
の
分
水
た
る
ぺ
し
。
滋
野
川
の
名
は
、
白
山
比
隊
紳
枇
に
僻
来
せ

る
三
宮
古
記
正
和
元
年
の
次
僚
に
、
水
引
紳
人
沙
汰
進
分
，
事
、
大
田

ょ
寸
甫
滋
野
川
。
と
あ
り
て
、
後
醍
翻
天
皇
御
世
以
前
よ
り
溜
野
川

と
呼
べ
り
。
海
野
村
山
王
枇
記
に
、
滋
野
川
は
蛍
駐
宮
川
の
市
川
停
承

す
と
云
ふ
事
も
載
せ
た
り
。
洩
野
川
の
名
は
是
よ
り
出
で
た
る
に
や

あ
ら
ん
。
此
の
河
は
摩
川
と
引
き
か
へ
、
水
勢
弱
く
し
て
、
年
々
下

流
の
担
れ
る
事
茜
し
。
故
に
背
よ
り
水
難
多
し
と
い
へ

E
も
、
又
過

般
の
便
を
得
た
り
。
三
登
記

K
.
元
和
六
年
に
宮
腰
・
大
野
よ
り
の
馬

足
の
便
り
と
し
て
‘
浅
野
川
下
安
江
と
云
ふ
所
ま
で
堀
川
を
過
し
、

般
の
通
ひ
を
注
し
、
堀
川
町
を
立
て
、
傾
械
を
置
き
た
る
よ
し
見
b
、

今
浅
野
川
の
川
下
を
堀
川
町
と
稀
す
る
も
、
是
よ
り
起
れ
り
と
云

ふ。。
遠
野
川
窪
魚




